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岩佐博邦・山本二美・斉藤研二
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台木品種及び施肥量の違いがハウス半促成栽培
トマトの養分吸収に及ぼす影響

Ⅰ　緒　　言

　窒素は作物の生育・収量に最も大きな影響を及ぼす養分
であるため，必要かつ十分な量を与えることが大切で，そ
の施用量については施肥基準などの形式で定められている．
一方，作物が吸収する量を超えて過剰に施用された窒素が
地下水中に浸透し，地下水の硝酸態窒素濃度を上昇させた
事例が数多く見られる（熊澤，１９９９）．したがって，十分
な収量を確保しつつ，農業が環境に及ぼす負荷を軽減する
ために，適切な窒素施肥が重要である．
　また，安全・安心な農産物を求める消費者ニーズに応え
て，減農薬・減化学肥料栽培が推進されている．千葉県に
おいても化学肥料由来の窒素施用量を慣行の半分以下に減
らした「ちばエコ農産物」の栽培が推奨されている．減化
学肥料栽培を実施するうえでは，有機質肥料による代替等
が広く行われているが，地下水等の硝酸態窒素汚染につい
ては窒素負荷量との高い相関が認められている（西尾，
２００１）．したがって環境に対する影響を考慮すると，化学
肥料由来，有機質肥料由来の如何を問わず，窒素施用量そ
のものを減少させることが必要である．
　また，窒素と並んでリン酸も作物の生育・収量に大きな
影響を及ぼす養分であるが，昨今のリン酸資材の高騰や資
源としてのリンの有限性（小田部，１９８２），施設圃場への
リン酸蓄積傾向（小原・中井，２００４）を考慮すると，適切
なリン酸施肥の重要度も増していると考えられる．
　これらの課題に対応するために，土壌診断に基づく施肥
量の適正化と併せて，様々な環境保全型農業技術が開発さ
れてきた．圃場に施用した肥料分を効率的に作物に吸収さ
せ，系外への窒素流出を抑制する環境保全型農業技術とし
ては，肥効調節型肥料の利用，局所施肥などが挙げられる
（庄子，１９９９）が，本試験においては台木の利用に着目した．
　トマト栽培においては，土壌病害虫対策技術のひとつと
して広く台木が利用されている．トマト栽培における台木
の利用が養分吸収に及ぼす影響については，台木品種の違
いにより，トマトの窒素及びリン酸吸収量が異なること

（甲田・荻原，１９８４），台木を利用し，葉柄汁液診断によ
る追肥を行うことで，施設栽培トマトの窒素施肥量を大き
く減少させられること（山本・松丸，２００７）が明らかにな
っている．また，ナス栽培においては窒素施肥量の異なる
条件下で台木品種の違いが生育・収量に及ぼす影響につい
て報告されている（鈴木・森下，２００２）．
　トマト栽培においては，同様な研究が松添ら(１９９３， 
１９９５)によって行われているが，使用している台木はトル
バム等のナス属の植物であり，市販のトマト台木用F１品種
ではない．そこで，本試験においては，施肥量の異なる条
件下でトマト台木用F１品種の違いが収量及び養分吸収量
に及ぼす影響について検討したので報告する．

Ⅱ　材料及び方法

１．供試品種

　トマト栽培の穂木品種として「ハウス桃太郎」（タキイ
種苗），トマト台木用F１品種（以下，「台木品種」とする）
として「ジョイント」（サカタのタネ），「マグネット」（サ
カタのタネ），「ドクターK」（タキイ種苗），「影武者」（タ
キイ種苗）を供試した．それぞれの台木品種の持つ土壌病
害虫抵抗性は第１表のとおりである．また，発売元の種苗
メーカーは，「ジョイント」及び「ドクターK」は草勢が
弱く，「マグネット」及び「影武者」は草勢が強いと表示
している．
２．施肥量

　施肥量の異なる試験区として標準区，減肥A区及び減肥
B区を設定した． 
　標準区は基肥としてCDU複合燐加安S５５５（N：１５％，P２
O５：１５％ , K２O：１５％）を１０a当たり１００kg,過リン酸石灰
（P２O５：１７.５％）を６２.９kg施用した．追肥としてくみあい
液肥２号（N：１０％，P２O５：４％，K２O：８％）を１０a当
たり１５kgずつ１０回施用した．１作を通じた１０a当たり施肥
量は窒素３０kg，リン酸３２kg，加里２７kgとなった．
減肥A区は基肥としてCDU複合燐加安S５５５を１０a当たり
５０kg，苦土重焼りん１号（P２O５：３５％）を２１.４kg，過リ
ン酸石灰を２８.６kg，塩化加里（K２O：６０％）を１２.４kg施用
した．追肥としてくみあい液肥２号を１０a当たり１０.５kgず
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つ１０回施用した．１作を通じた１０a当たり施肥量は窒素
１８kg，リン酸２４.２kg，加里２３.４kgとなった．
　減肥B区は基肥としてCDU複合燐加安S５５５を１０a当たり
５０kg，過リン酸石灰を３１.５kg施用した．追肥としてくみあ
い液肥２号を１０a当たり１０.５kgずつ１０回施用した．１作を通
じた１０a当たり施肥量は窒素１８kg，リン酸１７.２kg，加里
１６kgとなった．
　標準区は主要農作物等施肥基準（千葉県，２００９）に示さ
れたハウス半促成栽培における施肥量に準じた．減肥A区
は，窒素施肥量を千葉県の定めた「ちばエコ農産物」栽培
基準とし，リン酸及び加里の施肥量をそれぞれ標準区の
７６％，８７％の量とした．減肥B区は窒素施肥量を減肥A区
と同じく「ちばエコ農産物」栽培基準とし，リン酸及び加
里の施肥量をそれぞれ標準区の５４％，５９％の量とした．こ
のように，減窒素施肥条件下において，リン酸及び加里の
施肥量を異にした場合の台木品種の反応を評価するために，
窒素施肥量が同一であるが，リン酸及び加里施肥量の異な
る減肥A区と減肥B区を設定した．
３．試験区の構成と規模

　施肥量の異なる３試験区（「標準区」，「減肥A区」，「減肥

B区」）に，供試台木４品種を組み合わせた１２の試験区を設
定した．２棟のハウスを使用し，施肥量を１次要因，台木品
種を２次要因とした２反復の分割区法で試験を実施した．
試験規模は１区１４株（６.４㎡）とした．
４．栽培方法

　千葉県農林総合研究センターのPO被覆ハウス（２１６㎡）
においてトマトの半促成栽培を行った．土壌は表層腐植質
黒ボク土で，その化学性は第２表及び第３表に示した．前
作はトマトであったが，圃場に残存する硝酸態窒素量を減
少させるため，２００８年６月の栽培終了後に６００mm程度の
かん水を行ったところ，深さ０～６０cmにおいて９kg/１０a
程度の硝酸態窒素の減少が認められた．栽培前圃場の土壌
中無機態窒素含有量は第４表に示した．
　２００８年１２月１９日に穂木及び台木を播種し，２００９年１月１４
日にチューブ利用の幼苗斜め合わせ接ぎで接ぎ木を行い，
２月２０日に定植した．栽植様式は，畝間１３０cm，株間３５cm
（２,１９７株/１０a）の１条植えとした．斜め誘引とし，摘心は
８段花房の上２葉を残して５月２１日に行った．収穫期間は
４月２７日から７月３日であった．なお，ハウス内の最低温
度を１０℃に設定し，暖房・加温した．

第１表　供試トマト台木品種の草勢と土壌病害虫抵抗性

第２表　栽培圃場の化学性（その１）

第３表　栽培圃場の化学性（その２）
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５．調査項目及び調査方法

　１ 生育調査
　第３花房開花期にあたる３月下旬，及び摘心期にあたる
５月中旬に草丈，葉身長，葉身幅，茎径及び葉色を調査し
た．葉身長，葉身幅及び葉色は第３花房開花期においては
第１花房直下の葉，摘心期においては第５花房直下の葉に
ついて調査した．葉色は葉緑素計（SPAD-５０２，コニカミノ
ルタ社製）で調査した．
　栽培終了時に１区当たり４株をサンプリングし，葉，茎，
採取可能な根に分けて，７０℃で３昼夜通風乾燥した後に乾
物重を測定した．根は株元から周囲３０cm程度を深さ３０cm
まで掘り取って採取した．また，２００９年６月２２日に１区当
たり４果の果実をサンプリングし，新鮮重を測定した後，
７０℃ で１週間通風乾燥した後の重量を測定して乾物率を
算出した．この数値に果実の総収量を乗じて果実の総乾物
重とした．また，２００９年３月１６日から５月７日の期間に，
１区当たり４株から１５cm程度に伸長した側枝を順次サン
プリングし，７０℃で３昼夜通風乾燥した後に乾物重を測定
した．
　２果実の収量・品質調査
　収穫開始日の２００９年４月２７日から収穫終了日の２００９年７
月３日まで，週２回の頻度で収穫し，果実の等級別収量を
調査した．等級は千葉県園芸作物出荷規格（千葉県，２００６）
に基づき，A・B級品（上物品）とC・D級品（下物品）に
分けた．収穫中期の２００９年５月２８日と収穫後期の２００９年６
月１９日に果実の糖度と硬度を測定した．糖度は光屈折式デ
ジタル糖度計（PR-１０１，ATAGO社製），硬度は直径８mm
の円錐型先端を装着したデジタルフォースゲージ(DPSⅡ-
R，IMADA社製)で貫入式抵抗値を測定した．調査には１
区当たり８果を供試した．
　３窒素吸収量調査
　葉，茎，根，果実及び側枝の部位別に窒素吸収量を調査
した．葉，茎及び根の窒素含有率は，栽培終了時に１区当
たり２株からサンプリングし，乾燥・粉砕後，乾式燃焼法
（植物栄養実験法編集委員会，１９９０）で測定した．測定に
はNCアナライザー(SUMIGRAPH NC９００，住化分析セン
ター製)を用いた．各部位の乾物重に窒素含有率を乗じて

窒素吸収量を算出した．果実の窒素含有率は，収穫後期の
６月２２日に，１区当たり４果をサンプリングし，乾燥・粉
砕後，乾式燃焼法で測定した．収穫物の乾物重に窒素含有
率を乗じて窒素吸収量を算出した．側枝の窒素含有率は，
３月１６日から５月７日の期間に，１区当たり４株からサン
プリングしたものを，乾燥・粉砕後，乾式燃焼法で測定し
た．乾物重に窒素含有率を乗じて窒素吸収量を算出した．
　４ リン酸吸収量調査
　葉，茎，果実及び側枝の部位別にリン酸吸収量を調査し
た．サンプリング及び調製は窒素吸収量調査の場合と同様
に行い，リン酸含有率は５００mgの乾燥・粉砕サンプルに濃
硝酸８mLを加え，マイクロウェーブサンプルプロセッサ
ー（ETHOS９００，マイルストーンゼネラル社製）で湿式分
解し，バナドモリブデン法（作物分析法委員会，１９７５）で
測定した．リン酸吸収量は各部位のリン酸含有率にそれぞ
れの乾物重を乗じて算出した．
　５栽培圃場の無機態窒素含有量調査
　栽培開始前と栽培終了後にすべての試験区における深さ
０～６０cmの土壌中無機態窒素含有量を調査した．採土位
置は畝（ベッド）上の株と株の中間とし，深さ０～１５cm，
１５～３０cm，３０～４５cm，４５～６０cmの４層で採取した．１０％
塩化カリウム溶液で振とう，抽出した後，硝酸態窒素は銅・
カドミウム還元―ナフチルエチレンジアミン吸光光度法
（土壌環境分析法編集委員会，１９９７），アンモニア態窒素は
インドフェノール青吸光光度法（土壌環境分析法編集委員
会，１９９７）により，フローインジェクション分析装置（FA-
１００，アクア・ラボ社製）を用いて測定した．

Ⅲ　結　　果

１．生育及び収量・品質

　第３花房開花期においては，台木品種もしくは施肥量の
違いがトマトの草丈，葉の大きさ（葉身長×葉身幅），茎径
及び葉色に及ぼす影響は認められなかった（データ省略）．
しかし，摘心期においては，台木品種の違いが草丈に影響
を及ぼし（第５表），「マグネット」の草丈は「ドクターK」
と比較して明らかに長くなった（第６表）．葉の大きさ，茎

第４表　栽培前圃場の土壌中無機態窒素含有量
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径及び葉色については，台木品種間で有意な差が認められ
なかった．
　台木品種もしくは施肥量の違いが収量に及ぼす影響を調
査したところ，台木品種の影響が認められ（第７表），A・
B級品の収量については台木品種間で有意な差が認められ
なかったが，C・D級品の収量は「マグネット」が「ジョイ
ント」に比べて明らかに多かった（第８表)．さらに，A・
B級品とC・D級品を合計した総収量では「マグネット」が
「ドクターK」に比べて明らかに多くなった．

　また，施肥量の違いが収量に及ぼす影響を調査したとこ
ろ，試験区間に有意な差は認められなかった（第９表）．
果実の糖度と硬度については，収穫中期（５月２８日）及び
収穫後期（６月１９日）のいずれの時期においても，台木品
種及び施肥量の違いによる差が認められなかった（第１０表）．
　台木品種もしくは施肥量の違いが栽培終了時の乾物重に
及ぼす影響を調査したところ，台木品種の影響が認められ
た（第１１表）．そこで，台木品種の違いが部位別の乾物重に
及ぼす影響を調査したところ，葉，茎及び根の乾物重にお

第５表　台木品種もしくは施肥量が摘心期のトマトの草丈に及ぼす影響

第６表　台木品種の違いが摘心期におけるトマトの生育に及ぼす影響

第７表　台木品種もしくは施肥量がトマトの収量に及ぼす影響

第８表　台木品種の違いがトマトの収量に及ぼす影響
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第９表　施肥量の違いがトマトの収量に及ぼす影響

第１０表　施肥量の違いがトマトの糖度及び硬度に及ぼす影響

第１１表　台木品種もしくは施肥量が栽培終了時のトマト乾物重に及ぼす影響

第１２表　台木品種の違いが栽培終了時のトマト部位別乾物重に及ぼす影響

いては台木品種間に差が認められなかった．しかし，果実
と側枝の乾物重においては台木品種間に差が認められ，果
実においては「影武者」が「ドクターK」より明らかに重
く，側枝においては「マグネット」及び「影武者」が「ド
クターK」より明らかに重くなった．すべての部位を合計

した株全体の乾物重においては，「影武者」及び「マグネッ
ト」が「ドクターK」より明らかに重くなった（第１２表）．
　また，施肥量の違いが栽培終了時の部位別乾物重に及ぼ
す影響を調査したところ，いずれの部位においても差は認
められなかった（第１３表）．

第１３表　施肥量の違いが栽培終了時のトマト部位別乾物重に及ぼす影響
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第１４表　台木品種もしくは施肥量がトマトの窒素吸収量に及ぼす影響

第１５表　台木品種及び施肥量の違いがトマトの窒素吸収量及び施肥窒素利用効率に及ぼす影響

２．窒素吸収量

　窒素吸収量について，施肥量を１次要因，台木品種を２
次要因として分割区法で分散分析を実施したところ，それ
ぞれの要因とその交互作用で有意差が認められた（第１４表）．
そこで，すべての試験区について多重検定比較を行った．
その結果，葉の窒素吸収量については，標準区では「マグ
ネット」が「ドクターK」に比べて明らかに多かった（第
１５表）．減肥A区及び減肥B区では台木品種間における差が
認められなかった．
　茎の窒素吸収量については，標準区では「ジョイント」，
「マグネット」及び「影武者」が「ドクターK」に比べて
明らかに多かった．減肥A区では台木品種間における差は
認められなかった．減肥B区では「影武者」が「ジョイン
ト」に比べて明らかに多かった．
　根，果実及び側枝の窒素吸収量については，いずれの施
肥条件下においても台木品種間で差が認められなかった．
　すべての部位における窒素吸収量を合計した値について

は，標準区では「マグネット」及び「影武者」が「ドクタ
ーK」と比べて多かった．減肥A区及び減肥B区では台木品
種間の有意な差が認められなかった．
　窒素吸収量を窒素施肥量で除して，施肥窒素利用効率を
求めたところ，標準区では「マグネット」及び「影武者」
が「ドクターK」と比べて高かった．減肥A区では「影武
者」が「ジョイント」と比べて高かった．減肥B区では「マ
グネット」及び「影武者」が「ジョイント」と比べて高か
った．
３．リン酸吸収量

  台木品種もしくは施肥量の違いが地上部リン酸吸収量に
及ぼす影響を調査したところ，台木品種の影響が認められ
た（第１６表）．そこで，台木品種の違いが部位別のリン酸吸
収量に及ぼす影響を調査したところ，葉のリン酸吸収量は
「マグネット」が「ジョイント」に比べて多かった（第１７
表）．茎，果実及び側枝については台木品種間の有意差は
認められなかった．地上部のリン酸吸収量の合計値は「マ
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第１６表　台木品種もしくは施肥量がトマトのリン酸吸収量に及ぼす影響

第１７表　台木品種の違いがトマトのリン酸吸収量及び施肥リン酸利用効率に及ぼす影響

第１８表　施肥量の違いが栽培後の圃場における無機態窒素含有量に及ぼす影響

グネット」が「ジョイント」及び「ドクターK」に比べて
多かった．
　地上部リン酸吸収量をリン酸施肥量で除して，施肥リン
酸利用効率を求めたところ，「マグネット」が「ジョイント」
及び「ドクターK」に比べて明らかに高かった． 
４．栽培圃場の無機態窒素含有量

　台木品種の違いが栽培後の圃場における深さ別の無機態
窒素含有量に及ぼす影響について調査したところ，いずれ
の深さにおいても台木品種間の有意な差が認められなかっ
た（データ省略）．
　施肥量の違いが栽培後の圃場における深さ別の無機態窒
素含有量に及ぼす影響について調査したところ，いずれの
深さにおいても標準区の硝酸態窒素含有量が多くなる傾向
にあった（第１８表）．

Ⅳ　考　　察

　半促成栽培のトマトでは，台木用F１品種を利用した接ぎ

木栽培を行うことで，自根栽培と比較して草勢が強くなる
ことが明らかにされている（青木ら，１９８０）．本試験では摘
心期において，台木品種間で草丈に有意な差が認められ，
草勢が強いとされる「マグネット」は，草勢が弱いとされ
る「ドクターK」と比べて草丈が長くなった．したがって，
自根栽培との比較においてだけではなく，台木品種間でも
草勢の強弱が認められた．
　また，草勢が強いとされる「マグネット」及び「影武者」
の栽培終了時の乾物重が，草勢が弱いとされる「ドクター
K」より重くなることから，草勢の強弱は乾物生産量に関
連しているといえる．
　窒素施肥量については，慣行の施肥基準に対して窒素施
用量を大幅に減らした減肥A区及び減肥B区と，施肥基準
に則って窒素施肥を行った標準区との間には収量及び乾物
重において有意な差が認められなかった．したがって，栽
培前における深さ０～６０cmの土壌中無機態窒素量の平均
値が１.７mg/１００gを超える条件下であれば，ハウス半促成栽
培トマトにおいて「ちばエコ農産物」栽培基準まで窒素施
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第１９表　施肥量の違いが窒素収支に及ぼす影響

肥量を減少させたとしても，本試験で供した台木を利用す
ることにより標準の窒素施肥量で栽培した場合と同等の収
量が得られると判断される．
　トマト栽培においては台木品種の違いにより，養分吸収
量が異なることが明らかになっている（甲田・荻原，
１９８４）． 
　本試験においては，窒素吸収量を窒素施肥量で除した施
肥窒素利用効率が，減肥A区で「影武者」が「ジョイント」
より高く，減肥B区で「マグネット」及び「影武者」が
「ジョイント」より高かった．この結果から，減窒素施肥
条件下において，「マグネット」及び「影武者」は，「ジョ
イント」と比べて施肥窒素を効率よく吸収利用できると判
断される．したがって，本試験の結果から，土壌病害虫抵
抗性を考慮した上で草勢の強い台木品種を利用することに
より，施肥窒素をより効率よく吸収させることが可能とな
り，減窒素栽培を実現できることが明らかとなった．
　リン酸吸収量については，窒素と同様に，草勢が強いと
されている台木品種のリン酸吸収量は，草勢が弱いとされ
ている台木品種に比べて多くなる傾向が認められ，施肥リ
ン酸利用効率は「マグネット」が「ジョイント」及び「ド
クターK」と比べて高かった．このことは窒素の吸収に優
れた台木品種はリン酸の吸収にも優れている可能性を示唆
している．
　窒素収支については，標準区では１０a当たり３０kgの窒素
が施用され，２２.１kgの窒素がトマトにより吸収された（第
１９表）．すなわち施肥量と吸収量の差は７.９kgであった．深
さ０～６０cmの無機態窒素含有量の平均値５.６５mg/１００gに，
仮比重を０.６７g/cm３として深さ０～６０cmの土壌の乾土重を
乗じて算出したところ，圃場に残存する無機態窒素含有量
は１０a当たり２２.６kgであった．栽培前の圃場に含まれる無
機態窒素量は同様な計算により１０a当たり６.５kgであること
から，１０a当たり１６.１kgの無機態窒素量が増加したことに
なる．
　一方，標準区と同様の方法で窒素収支を求めると減肥A
区では施肥量と吸収量の差が０となり，栽培後の土壌中無
機態窒素は１０a当たり２.８kg減少した．減肥B区では施肥量

と吸収量の差が１０a当たりマイナス１.１kg，栽培後の土壌中
無機態窒素は１０a当たり１.９kg減少した．
　このように，標準区においては施肥量が吸収量を大きく
上回り，栽培後の土壌中無機態窒素量が栽培前と比べて増
加したのに対し，減肥A区及び減肥B区の施肥量と吸収量
はほぼ等しく，栽培前後の土壌中無機態窒素量の差もわず
かであった．したがって，ハウス半促成栽培トマトにおい
て，本試験で供した台木を利用し，窒素施用量を「ちばエ
コ農産物」栽培基準である１０a当たり１８kgに減少させるこ
とで，圃場への無機態窒素の残存を抑えられることが明ら
かとなった． 

Ⅴ　摘　　要

　台木の利用による減肥栽培技術の確立に向け，施肥量の
異なる条件下で台木用F１品種の違いがトマトの収量及び
養分吸収量に及ぼす影響を明らかにすることを目的とし，
窒素及びリン酸施肥量の異なる３つの試験区に草勢が強い
とされる台木品種（「マグネット」，「影武者」）及び草勢が
弱いとされる台木品種（「ジョイント」，「ドクターK」）に
接いだトマト（穂木品種：「ハウス桃太郎」）を定植し，ハ
ウス半促成栽培を行った．トマトの収量，窒素及びリン酸
の吸収量を調査したところ，以下の結果が得られた．
１. 減窒素施肥（「ちばエコ農産物」栽培基準）条件下にお
いて，草勢の強い台木品種「マグネット」及び「影武者」
は供試した草勢の弱い台木品種と比べて施肥窒素利用効
率が高かった．したがって，減窒素栽培においては，台
木品種の持つ土壌病害虫抵抗性を考慮した上で，草勢の
強い台木を利用することが適切だと判断された．

２. 栽培圃場の施肥前における可給態リン酸含量が８.０～
１３.３mg/１００g，リン酸施肥量が１０a当たり１７.２～２４.２kgの
条件下において，台木「マグネット」は供試した他の台
木と比べて施肥リン酸利用効率が高かった．

３. 栽培前の深さ０～６０cmにおける土壌中無機態窒素量の
平均値が１.７mg/１００gを超える圃場において，本試験に供
した台木を利用することで，窒素施肥量を慣行施肥基準
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の半分である「ちばエコ農産物」栽培基準に減少させて
も慣行の施肥を行った場合と同等の収量・品質が得られ
た．

４. 台木の利用と減窒素施肥を組み合わせることで，栽培後
の圃場に残存する硝酸態窒素量を抑えることができた．

Ⅵ　引用文献

青木宏史・荻原佐太郎・湯橋　勤（１９８０）トマトの褐色根
腐病防除のための接ぎ木トマトの台木と品質．千葉農
試研報．２１：１３１-１３８．

千葉県（２００６）千葉県園芸作物出荷規格（青果物編）．p１９．
千葉県（２００９）主要農作物等施肥基準．p１８１．
土壌環境分析法編集委員会（１９９７）土壌環境分析法．　　
　pp２５３．博友社．東京．

甲田暢男・荻原佐太郎（１９８４）トマトの接ぎ木栽培におけ
る台木別の生育・養分吸収・光合成特性．千葉農試研
報．２５：１０１-１１１．

熊澤喜久雄（１９９９）地下水の硝酸態窒素汚染の現況．土肥
誌．７０：２０７-２１３．

松添直隆・中村浩美・大久保敬・藤枝國光（１９９３）ナス属
植物を台木とした接ぎ木トマトの生育および収量．園

学雑．６１：８４７-８５５．
松添直隆・間　浩美・花田勝美・M. Ali・大久保敬・藤枝
國光（１９９５）ナス属植物を台木とした接ぎ木トマトの
養分吸収特性．九大農学芸誌．４９：１４３-１４８．

西尾道徳（２００１）作物種類別の施肥窒素負荷量に基づく地
下水の硝酸性窒素汚染リスクの評価手法．土肥誌．
７４：５２２-５２８．

小原　洋・中井　信（２００４）農耕地土壌の可給態リン酸の
全国的変動．土肥誌．７５：５９-６７．

小田部廣男（１９８２）世界のリン資源とわが国の農業．農及
園．５７：１２６-１３２．

作物分析法委員会（１９７５）栄養診断のための栽培植物分析
測定法．pp７０．養賢堂．東京．

鈴木敏征・森下正博（２００２）少施肥条件で栽培されたナス
の生育・収量に及ぼす穂木および台木品種の影響．園
学雑．７１：５６８-５７４．

植物栄養実験法編集委員会（１９９０）植物栄養実験法．　　
　pp１６３．博友社．東京．

庄子貞雄（１９９９）環境保全型農業における新肥料の活用．研
究ジャーナル．２２：６-１１．

山本二美・松丸恒夫（２００７）接ぎ木栽培によるトマトの汁
液診断に基づく追肥量の削減．土肥誌．７８：３９１-３９４．



千葉県農林総合研究センター研究報告　第４号（２０１２）

16

Effects of Different Rootstock Cultivars and Fertilizer
Applications on Nutrient Uptake in 
Semi-forcing Cultured Tomato

Hirokuni IWASA, Futami YAMAMOTO and Kenji SAITOH

Key words : tomato, rootstock, nitrogen uptake, phosphoric acid uptake, nitrate nitrogen

Summary

　To reduce the need for fertilizer application, we investigated the yield and the nitrogen and phosphate 
absorption of various tomato F1 cultivars in semi-forcing culture to determine rootstock differences under 
different conditions of fertilizer application. The tomato F1 rootstock cultivars tested were ‘Magnet’ and 
‘Kagemusha’ (which have strong plant vigor) and ‘Joint’ and ‘Dr. K’ (which have weak plant vigor). 
The following results were obtained:
1. Under conditions of reduced nitrogen fertilizer application (Chiba Eco Agriculture standard cultiva-
tion), the two tomato rootstock F1 cultivars with strong plant vigor (‘Magnet’ and ‘Kagemusha’) 
had higher nitrogen fertilizer use efficiency than the tomato rootstock F1 cultivars with weak vigor. 
Therefore, tomato rootstock F1 cultivars with strong plant vigor should be chosen in consideration of soil 
pest and disease resistance under conditions of reduced nitrogen fertilizer application.
2.‘Magnet’ rootstock had higher phosphate fertilizer use efficiency than the other tested rootstocks under 
conditions of 8.0 to 13.3 mg/100 g available phosphate content and 172 to 242 kg/ha phosphate fertilizer 
application.
3. In a field with an average of 1.7 mg/100 g inorganic nitrogen at 0 to 60 cm soil depth before planting, it 
was possible to obtain equivalent yield and quality of tomato with the tested rootstock F1 cultivars un-
der conditions of reduced nitrogen fertilizer application (Chiba Eco Agriculture standard cultivation).

4. By combining the use of appropriate rootstocks and nitrogen fertilization reduction, we were able to re-
duce the amount of nitrate remaining after cultivation in the field.
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